
 

令和８年５月２９日（金曜日） 

１　出席議員は次のとおりである。 

２　職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

３　地方自治法第 121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

 

４　議事日程は次のとおりである。 

議事日程　令和８年５月２９日（金曜日）　午前１０時００分開議 

第　１　会議録署名議員の指名 

第　２　会議日程の決定 

第　３　諸般の報告 

第　４　議案第３８号　三春町学校給食共同調理場条例を廃止する条例 

第　５　議案第３９号　三春町税条例の一部を改正する条例 

第　６　議案第４０号　三春町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例 

第　７　議案第４１号　三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

第　８　議案第４２号　令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号） 

第　９　議案第４３号　令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

第１０　議案第４４号　令和８年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

第１１　陳情第　２号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書 

第１２　陳情第　３号　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止する 

こと 

第１３　報告第　４号　令和７年度三春町一般会計予算繰越明許費の繰越しについて 

第１４　報告第　５号　令和７年度三春町一般会計予算事故繰越しについて 

 １番 影　山　孝　男 ２番 三　瓶　一　壽 ３番 大　内　広　信

 ４番 佐　藤　　　弘 ５番 山　崎　ふじ子 ６番 石　井　一　正

 ７番 小　林　　　孝 ８番 松　村　妙　子 ９番 三　瓶　文　博

 10番 篠　崎　　　聡 11番 橋　本　善一郎 12番 佐久間　正　俊

 13番 影　山　常　光 14番 遠　藤　亮　子 15番 鈴　木　利　一

 16番 影　山　初　吉

 事 務 局 長 遠藤　晃 書記 横田　涼

 書記 佐藤　祐梨子

 
町 　 　 長 坂　本　浩　之

 
副 町 長 伊　藤　　　朗

 総 務 課 長 鴫　原　健　二 財 務 課 長 儀　同　佐江子

 まちづくり推進課長 佐久間　　　貴 住 民 課 長 佐久間　島　宏

 税 務 会 計 課 長 佐久間　正　浩 保 健 福 祉 課 長 今　泉　喜　徳

 子育て支援課長 大　内　広　三 産 業 課 長 渡　辺　　　淳

 建 設 課 長 新　野　恭　朗 企 業 局 長 橋　本　泰　寿

 
教 育 長 渡　辺　和　也

教 育 次 長 兼 

教 育 課 長
藤　井　　　康

 生 涯 学 習 課 長 伊　藤　晴　之



 

第１５　報告第　６号　令和７年度三春町下水道事業等会計予算の繰越しについて 

５　会議次第は次のとおりである。 

（開会　午前１０時００分） 

…………・・　開議宣言　・・………… 

○議長　　おはようございます。 

傍聴者の皆様へ申し上げます。携帯電話をお持ちの方は、電源をお切りになるかマナーモ

ードに設定していただきますようお願いいたします。また許可を得た場合を除き、議場内で

の写真撮影、録音及び録画は禁止されていますので、ご了承願います。 

ただ今から令和８年三春町議会定例会６月会議を開会します。 

これより本日の会議を開きます。 

…………・・　会議録署名議員の指名　・・………… 

○議長　　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２５条の規定により、９番三瓶文博議員、１０番篠崎聡議員の両

名を指名します。 

…………・・　会議日程の決定　・・………… 

○議長　　日程第２、会議日程の決定を議題とします。 

今定例会議の日程は本日から６月３日までの６日間としたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって、今定例会の日程は、本日から６月３日までの６日間と決定いたしました。 

なお、本日の議事日程はタブレットに掲載したとおりでありますので、ご了承願います。 

…………・・　諸般の報告　・・………… 

○議長　　日程第３、諸般の報告を行います。 

出納検査の結果について、監査委員より令和７年度第１２回、令和８年度第１回、第２回の出納

検査報告があり、その写しを掲載しましたので、ご了承願います。 

…………・・　議案の上程　・・………… 

○議長　　日程第４、議案第３８号から日程第７、議案第４１号までを一括議題といたします。 

…………・・　提案理由の説明　・・………… 

○議長　　町長より提案理由の説明を求めます。 

坂本町長。 

○町長　　おはようございます。 

令和８年三春町議会定例会６月会議が開催されるにあたり、議案の説明に先立ち、一言ご挨拶を

申し上げます。 

まずは、今年度の事業進捗状況について申し上げます。 

はじめに、行政組織機構の一部見直しについてであります。本年４月から、地域の課題や防災、

交通などを一体的に、スピード感をもって対応するために「まちづくり推進課」を新たに設置いた

しました。これまで各課において担っていた事業について、担当を集約することにより、地域の皆

様の困りごとやご要望などを、これまで以上にしっかりと受け止めて施策に反映させることで、町

民の皆様が主役のまちづくりを更に推進してまいります。 

次に、産業・観光事業についてであります。 

本年３月の降雪により、滝桜について一部の枝が折れる被害が生じました。弱っていた枝の部分



 

に湿った重い雪が積もったことが原因であり、応急手当を実施するなどの対策を実施しました。こ

れまで以上に滝桜の樹勢等を注視するとともに、必要な対策などについての検討を進めてまいり

たいと考えております。滝桜の被害については、多くの方々からご心配のお声をいただくととも

に、開花状況や観光への影響も懸念されましたが、約１３万人の皆様にご来場いただき、今年も変

わらず美しく咲き誇る姿にご安心いただくとともに、ご満足いただけたものと考えております。 

今年も町民の方々、中郷小学校や田村高校の児童生徒の皆様に、お客様をおもてなしするための

様々な対応もおこなっていただきました。三春町役場１階では、滝桜開花時期の恒例となりました

「なごやかマルシェ」を開催していただくとともに、観光案内もおこなっていただきました。まほ

ら交流広場においては、昨年に引き続き「三春シロモトプロジェクト実行委員会」の皆様による

「三春シロモト市 春ノ陣」が開催され、共に大好評でありました。議員の皆様にも、観光案内等

のボランティア活動に取組んでいただき、観光客の皆さまへのおもてなしにご尽力をいただきま

した。誠にありがとうございました。ご協力いただきました関係者の皆さまに改めて御礼を申し上

げます。 

また、４月１日から６月３０日までの間、福島県、市町村、ＪＲなどが一体的に取り組んでいる

「ふくしまデスティネーションキャンペーン」について、三春町においては駅前活性化事業駅前イ

ベント「風ふくマルシェ」を開催いたしました。駅長体験やミニＳＬ乗車など、多くの方々に三春

駅でお楽しみいただきました。 

同日に「三春まちなかトレッキング」や「時代考証の話の特別講演会」も開催し、沢山の皆様に

ご参加をいただき、まちなかの賑わいを創出することができました。ご協力いただきました皆様に

感謝申し上げます。今後も反省点や課題等を総括し、新たな観光対策を検討するなどして、三春町

の魅力発信に引き続き取り組んでまいりたいと考えております。 

次に、滝桜のゲノム解析についてであります。国立遺伝学研究所と包括連携協定を締結し、ゲノ

ム解析に取組む事業を進めることといたしました。去る４月１７日に国立遺伝学研究所により滝

桜の若葉が採取され、ゲノム解析の事業がスタートいたしました。全ゲノムの解析がおこなわれ、

研究が進められることにより、遺伝的特徴や起源の解明などが進められ、将来的には桜の保全と文

化的価値の継承に寄与できるものと期待しております。 

それでは、今回の６月会議に提案いたしました議案について、その概要を説明いたします。 

配布いたしました議案書・議案説明書のとおり、条例廃止に係る議案が１件、条例改正に係る議

案が３件、補正予算に係る議案が３件で、計７議案になっております。報告事項は、予算の繰越し

が３件であります。慎重に審議されまして、全議案可決いただきますようお願い申し上げ、令和８

年三春町議会定例会６月会議の開会にあたっての挨拶といたします。 

…………・・　議案の質疑　・・………… 

○議長　　ただいま議題となっております議案第３８号から議案第４１号までの４件に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただ今議題となっております４件については、掲載した議案付託表のとおり、各常任委員

会に付託することとしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

したがって、議案第３８号から議案第４１号までの４件は、掲載した議案付託表のとおり



 

各常任委員会に付託することに決定いたしました。 

…………・・　議案第４２号　令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号）　・・………… 

○議長　　日程第８、議案第４２号を議題とします。提案理由の説明を求めます。 

儀同財務課長。 

○財務課長　　それでは令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号）について説明させてい

ただきます。 

補正予算書の方をお開きください。 

１ページ目です。令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号）。 

第１条　規定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７，１４４万１，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９０億７，１１９万６，０００円といたします。 

第２条　債務負担行為の補正につきましては、第２表のとおりです。 

第３条　地方債の補正は第３表のとおりとなります。 

それでは５ページ目、タブレット６ページまでお進みください。 

第２表になります。債務負担行為の補正。田村消防署三春分署建設特別負担金になります。

令和７年度当初予算で規定しておりました２，５５１万円から、補正後８億８，８６２万２，

０００円に補正増額いたします。期間の方は令和８年度から令和２８年度までを１年延長し

まして、令和９年度から令和２９年度までに補正いたします。内容につきましては、郡山広

域消防本部の方の工事の概算額が示されたため、総額について債務負担行為をとらせていた

だくものであります。 

続きまして６ページ目です。タブレット７ページ。第３表、地方債の補正になります。公

営住宅費に関する起債につきまして、当初２，５２０万円ですが、補正後４，９５０万円と

するものであります。２，４３０万円を増額する補正となっております。 

続きまして、説明書の方をご覧いただければと思います。３ページ、タブレット４ページ

までお進みください。 

２の歳入になります。１７款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金、１節一般寄附金。ふ

るさと三春町応援寄附金（企業）。こちらについては２００万円を増額追加したいと思いま

す。 

続きまして１８款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金

繰入金。今回の補正増額で不足する一般財源分につきましては、２，６５８万６，０００円

を繰入れする形となります。 

続いて同じく２目公有施設整備基金繰入金、１節公有施設整備基金繰入金。こちらについ

ては債務負担行為にもありましたように、田村消防署三春分署建設特別負担金に充当するた

めに、１，０００万円繰入金として収入したいと思います。 

続きまして２０款諸収入、４項受託事業収入、１目民生費受託収入、１節後期高齢者医療

費受託収入。こちらについては後期高齢者広域組合からの受託収入分で、事務費相当分が増

額となりましたので１５万５，０００円増額補正となります。 

続いて、同じく諸収入、５項雑入、７目雑入、１節総務費雑入。コミュニティ助成事業助

成金になります。こちらについては３件ほど三春町の事業が採択になりましたので、８４０

万円ほど助成金が増額となります。 

続いて２１款町債、１項町債、２目土木債、２節公営住宅債。公営住宅建設事業債。こち

らについては記載の工事に関する地方債につきまして、増額して補正する形になります。 

続きまして歳出に移りたいと思います。４ページ、タブレット５ページ以降になります。



 

人件費につきましては説明の方を省略させていただきますが、総額で減額する内容となって

おります。 

タブレット６ページになります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１３節

使用料及び賃借料。企業版ふるさと納税に関する支援事業の使用料になります。先ほどの収

入に対する２０％の手数料相当、４４万円の増額補正となります。 

続いて３目財政管理費、１２節委託料になります。財務書類４表作成等業務１５４万円の

増額となります。例年作成している財務書類につきまして、データの整理が必要となりまし

たので増額するものです。 

続きまして同じく５目財産管理費、１４節工事請負費。新町集会所トイレバリアフリー改

修工事５０３万８，０００円です。コミュニティ助成事業で採択された事業のひとつとなっ

ております。車椅子対応の洋式トイレの改修を検討しております。 

続きまして同じく６目企画費、１節報酬。移住トータルコーディネート事業のうち、会計

年度任用職員１名分の増、１５０万１，０００円になります。地域おこし協力隊の増を検討

している形での増額となります。 

続きまして６ページ、タブレット７ページになります。以下、移住トータルコーディネー

ト事業に関する事務費等を計上しております。すべて地域おこし協力隊に関する事業費とな

っております。 

６ページの１８節負担金、補助及び交付金。地域づくり推進事業、地域サロン・地域支え

あい事業補助金マイナス２５０万円。サロンに対する補助金ではありますが、行政機構改革

によりまして保健福祉課に移管するものとなっております。 

続きまして７ページ、タブレット８ページになります。２４節積立金、まちづくり基金積

立金。収入で説明しました企業版ふるさと納税２００万円の積立先として、まちづくり基金

に積み立てるものとなっております。なお、経費の４４万円は除いた形となります。 

続きまして１０目自治振興費、１８節負担金、補助及び交付金。自治振興事業、集会施設

に対する補助金１５１万９，０００円。町内にある集会施設５か所の修繕等に関して増額補

助するものです。 

同じくコミュニティ助成事業。一般コミュニティ助成２００万円、地域防災組織育成助成

金１７０万円。一般コミュニティにつきましては中郷まちづくり協会に対する助成となって

おります。地域防災組織育成助成につきましては、七草木地区自主防災会に対する助成とな

っております。 

続きまして９ページになります。タブレット１０ページ。３款民生費、１項社会福祉費、

１目社会福祉総務費、１８節負担金、補助及び交付金。遺族会補助金について、５万円の増

額補助となっております。 

同じく４目老人福祉費、１０節需用費。老人福祉施設管理事業、修繕料。福祉会館の漏水

に関する修繕の経費を計上しております。 

続きまして１０ページになります。タブレット１１ページ。同じく６目介護保険事業費、

１８節負担金、補助及び交付金。介護保険事業費。先ほど企画費の方で減額したサロンに対

する補助金につきましては、組み替えのためこちらに計上となります。なお、１件新規サロ

ンが増える予定ということで、５０万円増額されております。 

続きまして１３ページ、タブレット１４ページになります。４款衛生費、１項保健衛生費、

２目予防費、１２節委託料。予防接種業務１９８万６，０００円。令和８年度から定期接種

対象となりました、ＲＳウイルスワクチンに対する委託料となっております。 



 

同じく４目環境対策費、１８節負担金、補助及び交付金。環境対策一般事業費のうち、生

活用水確保対策等整備事業補助金。当初予算で３００万円ほど計上しておりましたが、申請

数がすでに多く、不足が見込まれることから２００万円を追加して増額するものでありま

す。 

続きまして１７ページです。タブレット１８ページ。９款消防費、１節消防費、１目常備

消防費、１８節負担金、補助及び交付金。広域消防組合分担金のうち、田村消防署三春分署

建設特別分担金８，６８８万９，０００円の増額となります。工事概算費用が示されました

ので、今年度に係る負担金を新たに増額して計上するものです。 

続きまして１８ページ。タブレット１９ページ。１０款教育費、５項社会教育費、１目社

会教育総務費、１２節委託料。国際交流事業費のうち、親善訪問団派遣業務１６８万９，０

００円、ライスレイク国際交流協会活動業務３８万５，０００円を計上します。こちらにつ

きましては、田村高校生４名ほか引率者の形でライスレイク市への親善訪問団を検討してお

ります。なお、現地の活動費につきましても併せて計上するものとなっております。 

同じく委託料のうち、国際交流館。こちらにはライスレイクの家の管理経費につきまして、

不足が見込まれることから計上することとなっております。 

一番下になりますが、アメリカサマーキャンプ派遣事業になります。次のページにお進み

ください。サマーキャンプ派遣業務４０万１，０００円、ライスレイク国際交流協会活動業

務２８万円。当初予算で計上しておりましたが、中東情勢の回復が見込めないということで

燃料等が値上がりしたものとなりますので、増額補正とするものとなっております。 

続きまして、その下になります。２目交流館費、１４節工事請負費。中央交流館費、舞台

音響パワーアンプ修繕工事１３２万５，０００円。こちらにつきましても当初予算で計上し

ておりましたが、原油価格上昇等で部品の資材高騰によりまして、今回増額するものとなっ

ております。 

続きまして２０ページ。タブレット２１ページになります。１０款教育費、５項社会教育

費、６目自然観察ステーション費。需用費、修繕料。こちらについては屋根の雨漏りの修繕

が必要なため計上するものです。同じく１４節工事請負費、高圧ケーブル改修工事。こちら

については当初予算計上しておりましたが、物価上昇による増額補正となります。なお、東

屋撤去工事、案内看板撤去工事。こちらについては新たに計上するものでして、長年の経年

劣化に伴い撤去が必要な状況になったため、今回新たに計上するものであります。 

説明は以上となります。 

○議長　　説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

……・・　議案第４３号　令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　・・…… 

○議長　　日程第９、議案第４３号を議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

佐久間住民課長。 

○住民課長　　それでは議案第４３号「令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）」について説明させていただきます。補正予算書、タブレット９ページをお願いしたい

と思います。 

令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）であります。 

第１条でございます。既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，１９５万２，



 

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億２３６万８，０００円とするもの

でございます。 

では歳入と歳出の内訳でございます。補正予算説明書のタブレット３６ページをお願いし

たいと思います。 

まず歳入でございます。１款の国民健康保険税でございます。こちらにつきましては議案

第４１号で国民健康保険税の条例改正を上程させていただいておりますが、税率の改正によ

りまして収入額を補正するものでございます。１節の医療給付費分の現年度課税分を９６１

万５，０００円の減額。２節の後期高齢者支援金が１１７万１，０００円の減額。３節の介

護納付金分２３５万３，０００円の減額。４節の子ども・子育て支援納付金分１７４万円の

増額。５節医療給付費分の滞納繰越分、３４万４，０００円の減額。６節の後期高齢者支援

金分の滞納繰越分１１万６，０００円の減額。７節の介護納付金分滞納繰越分９万３，００

０円の減額。合わせまして１，１９５万２，０００円を減額し、２億５，９４５万５，００

０円とするものでございます。 

続いて次のページ、歳出でございます。３款国民健康保険事業費納付金でございます。こ

ちらにつきましては県への納付金の額が確定されたものになりまして、補正をするものでご

ざいます。まず１目の医療給付費分でございます。８９万４，０００円を減額しまして、２

億２，３７５万５，０００円とするものでございます。続いて２項後期高齢者支援金等分。

３７万９，０００円を増額しまして、９，９８５万８，０００円とするものでございます。

次に３項介護納付金分。１９万２，０００円を増額しまして、２，９００万２，０００円と

するものでございます。４項子ども・子育て支援納付金分。８２万７，０００円を増額しま

して、９７９万１，０００円とするものでございます。合わせまして３款の納付金でござい

ますが、５０万４，０００円を増額しまして、総額３億６，２４０万６，０００円とするも

のでございます。 

続いて次のページでございます。８款予備費でございます。こちらにつきましては、歳入

歳出の調整としまして１，２４５万６，０００円を減額しまして、７３９万１，０００円と

するものでございます。 

説明は以上です。 

○議長　　説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

………・・　議案第４４号　令和８年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１号）　・・……… 

○議長　　日程第１０、議案第４４号を議題とします。提案理由の説明を求めます。 

今泉保健福祉課長。 

○保健福祉課長　　それでは介護保険特別会計の補正予算についてご説明申し上げます。 

補正予算書、タブレットの１３ページになります。 

令和８年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１号）。 

第１条　既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１９２万１，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億３，８２２万８，０００円とする。 

続きまして内訳の説明を申し上げます。補正予算説明書をご覧ください。 

タブレットの４２ページをご覧ください。介護３ページになります。 

まず歳入につきましては、３款国庫支出金、２項国庫補助金、７目介護保険事業費補助金、



 

１節介護保険事業費補助金になります。介護保険事業費補助金（システム改修分）というこ

とで２７万５，０００円の増額になっております。 

続きまして７款繰入金、１項一般会計繰入金、５目介護保険事務費繰入金、１節介護保険

事務費繰入金。こちらは職員給与等の繰入金と事務費繰入金。この事務費の方はシステム改

修分になります。こちら合わせまして１６４万６，０００円になっております。 

続きまして次のページになります。 

歳出になりますが、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で、節で言いますと２

節・３節・４節、こちらは人件費になります。１２節委託料、５５万円。こちらは介護保険

補足給付の負担限度額改定等に伴うシステム改修業務の委託料になっております。内容につ

きましては、低所得者の介護保険施設の食費・居住費に係る負担限度額の見直しに対応する

ためのシステム改修ということになります。 

説明は以上です。 

○議長　　説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

…………・・　陳情事件の委員会付託　・・………… 

○議長　　日程第１１、陳情第２号及び日程第１２、陳情第３号を議題とします。 

本日までに受理した陳情はタブレットに掲載しました陳情文書表のとおり、所管の常任委

員会に付託しましたので報告します。 

…………・・　報告事項　・・………… 

○議長　　日程第１３、報告第４号から日程第１５、報告第６号まで町長から報告がありまし

た。このことについては、タブレットに掲載したとおりですので、ご了承願います。 

１３番。質問を許します。 

○１３番（影山常光議員）　　報告第５号「令和７年度三春町一般会計予算事故繰越しについ

て」なんですけれども、２８ページ。総務管理費の北町寄附物件登記事務委託なんですけれ

ども、説明の中で、「登記物件に係る過去の所有状況の調査に時間を要している」ということ

なんですけれども、町が寄附を受けた所有者について真の所有者であるのか。あるいはその

前提となる、例えば相続とか承継とか。そういうことが済んでいないなかで町が寄附を受け

たのか。ちょっとその辺疑問を感じたものですから、このことについて詳細に説明お願いし

ます。 

○議長　　答弁を求めます。 

鴫原総務課長。 

○総務課長　　こちらにつきましては、寄附を受けた際に未登記の物件でありましたので、登

記を進めるために過去の所有者を含めまして調査をして、新たに登記をするための調査に時

間がかかっているということになっております。 

以上です。 

○議長　　１３番。 

○１３番（影山常光議員）　　ということは、寄附を受ける段階で寄附採納申込者が真の所有

者だということを判断しているんですね。 

○議長　　答弁を求めます。 

鴫原総務課長。 



 

○総務課長　　寄附を受ける段階では現在ご存命の方については整理されているんですけど

も、亡くなっている方等がおりましたので、改めてそういったものをすべて家系を調査して

いるところでございます。 

以上です。 

○議長　　１３番。 

○１３番（影山常光議員）　　やはりですね、そういうことが前提にある。そのために公共事

業が進まないということで、国でも相続の義務化とかそういう制度を作ってますよね。震災

等のあとで公共事業がそういうことのなかで進まないっていうことで、国交省から法務省が

指摘を受けてそういう制度を作ったんですけども、やはり町も同じようなケースですよ。 

だから町が寄附を受ける段階でそういうことが前提にあるのかどうか考えて、そうしない

とそういうことの中に時間を費やして、そのための費用を町が持つということは負担付き寄

附みたいな形になってしまうんですよね。ですから、その辺今後慎重に進めてほしいと思い

ます。 

○議長　　答弁は必要ですか。 

○１３番（影山常光議員）　　いえ、今後慎重に進めてほしいと思います。 

…………・・　散会宣言　・・………… 

○議長　　以上で、本日の日程はすべて終了しました。これにて散会します。ご苦労様でした。 

（散会　午前１０時３９分） 

 



 

令和８年５月３０日（土曜日） 

１　出席議員は次のとおりである。 

２　職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

３　地方自治法第 121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

 

４　議事日程は次のとおりである。 

議事日程　令和８年５月３０日（土曜日）　午前１０時００分開議 

第１　一般質問 

５　会議次第は次のとおりである。 

（開議　午前１０時００分） 

…………・・　開議宣言　・・………… 

○議長　　おはようございます。 

開会に先立ち、傍聴者の皆様へ申し上げます。 

携帯電話をお持ちの方は、電源をお切りになるか、マナーモードに設定していただきます

よう、お願いを申し上げます。 

また、許可を得た場合を除き、議場内での写真撮影、録音及び録画は禁止されております

のでご了承願います。 

本日は６名の議員が一般質問を行いますので、どうか時間の許す限り傍聴くださるようお

願いをいたします。 

ただいまから、本日の会議を開きます。 

…………・・　一般質問　・・………… 

○議長　　日程第１、一般質問を行います。 

一般質問は一問一答方式で質問席において行います。質問事項は質問と答弁がよくかみ合

う議論となるよう、事前通告制をとっております。また、質問時間は質問者１人につき、質

問全体で３０分以内の時間制限です。 

 １番 影　山　孝　男 ２番 三　瓶　一　壽 ３番 大　内　広　信

 ４番 佐　藤　　　弘 ５番 山　崎　ふじ子 ６番 石　井　一　正

 ７番 小　林　　　孝 ８番 松　村　妙　子 ９番 三　瓶　文　博

 10番 篠　崎　　　聡 11番 橋　本　善一郎 12番 佐久間　正　俊

 13番 影　山　常　光 14番 遠　藤　亮　子 15番 鈴　木　利　一

 16番 影　山　初　吉

 事 務 局 長 遠藤　晃 書記 横田　涼

 書記 佐藤　祐梨子

 
町 　 　 長 坂　本　浩　之

 
副 町 長 伊　藤　　　朗

 総 務 課 長 鴫　原　健　二 財 務 課 長 儀　同　佐江子

 ま ち づ く り 

推 進 課 長
佐久間　　　貴 保 健 福 祉 課 長 今　泉　喜　徳

 産 業 課 長 渡　辺　　　淳

 
教 育 長 渡　辺　和　也

教 育 次 長 兼 

教 育 課 長
藤　井　　　康



 

それでは、順番に発言を許します。 

○議長　　６番石井一正議員、質問席に登壇願います。 

質問を許します。 

○６番（石井一正議員）　　議長、ありがとうございます。 

本日の私の質問は、滝桜は確かに知名度が１０万人を突破して上がっておりますが、人件

費の高騰によって少し利益が薄くなっておりますので、何とかこの３年以内に２０万人入場

者を増やすということのひとつの質問であります。よろしくお願いします。始めます。 

三春町の滝桜の知名度が上がっている。しかしながら、観光庁がまとめた２０２５年のい

わゆるインバウンド、訪日外国人の延べ宿泊者数は東京都、大阪、京都、北海道、沖縄で全

体の６９.７％を占め、３１県は１％未満のオーバーツーリズム、いわゆる観光公害が深刻化

し、日本旅行協会は訪日客の地方分散の強化が急務だと訴える。 

本県の外国人延べ宿泊者数は３８万１８０人、旅行消費は９４億６,０２２万円で、いずれ

も過去最多を更新した。本県への外国人観光客の半分は、台湾からの来訪者が占めている。 

三春町の滝桜は確かに知名度を上げているが、台湾以外に欧州や米国、豪州、東南アジア

などをターゲットに誘客を進めることが大事。それには、東京にアンテナショップを運営し

てみてはどうだろうか。 

アンテナショップは地域の情報を発信したり、特産品を販売したりする店舗。東京都台東

区では物件の賃料や光熱費は区が負担、今月までに４県と８５市町村が出店し、来店客と対

話して販売できると好評だという。 

都内のアンテナショップはコロナ後回復している。また、アンテナショップから三春町の

誘客で、滝桜の来訪者を倍増させる。そういうことをひとつ質問させていただきます。答弁

をお願いいたします。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　ご質問にお答えします。 

東京でのアンテナショップの運営についてでございますが、外国人も含め、三春町の地域

資源や観光資源をＰＲし、認知度を向上させ、観光誘客につなげていくための取組みとして

は、一定の効果があるものと考えておりますが、東京都内に単独で常設のアンテナショップ

を運営するには、場所の確保に係わる賃料などの経費や人件費、施設の維持費など、継続的

な運営経費が必要になるほか、安定的な売上げを確保するため、年間を通して商品を安定的

に供給する体制が必要となります。 

このため、現状では、人員体制も含めた財政的な課題、季節にとらわれず販売する商品の

種類や量の確保に課題があるものと認識しており、東京都内での単独でのアンテナショップ

の運営は考えておりません。 

しかしながら、首都圏での観光誘客に向けた様々な広報・ＰＲ活動については、重要な取

組みと考えており、福島県が東京の日本橋で運営するアンテナショップ「MIDETTE（ミデッテ）」

や議員ご指摘の台東区の「ふるさと交流ショップ台東」などの活用、福島県などが主催する

首都圏などでの物産展や観光キャンペーンなどへの参加により、広報・ＰＲ活動を行ってい

きたいと考えております。 

また、三春町のホームページや公式YouTube、こおりやま広域圏観光情報サイトなど、様々

な媒体を活用し、多言語化での情報発信などを行っており、こうした取組みと併せ、三春町

の広報・ＰＲ活動に努め、観光誘客につなげていきたいと考えているところでございます。 



 

○議長　　石井一正議員。 

○６番（石井一正議員）　　渡辺課長、福島県がアンテナショップを東京都内に開いているよ

うですから、福島県との情報を取りながらひとつ進めていただきたいと思います。私の２０

万人、滝桜入場者数を達成するためには、どうしても東京都内にアンテナショップが必要だ

ということを考えます。よろしくお願いします。 

質問２に移ります。今私が訪日インバウンド、訪日外国人が…山形県の銀山温泉が成功し

ている実例を挙げながら質問とさせていただきます。 

銀山温泉は木造多層建築で大正ロマンの風情が色濃く残る温泉地。鬼滅の刃でアニメ映画

が世界でヒットして、外国人の映画ファンが銀山温泉に来ております。２０１９年に訪れた

外国人は２万８,０００人だったが、２０２５年には１０万８,０００人と激増した。京都の

清水寺、山梨の富士山、神奈川県の箱根温泉に次いで全国４位となり、東北で唯一ベスト１

０位に入った。 

そこで、銀山温泉に滝桜の無料入場券を配るということの私の考えであります。ひとつ答

弁をいただきたいと思います。 

○議長　　石井議員に申し上げます。 

銀山温泉で滝桜観光と今結びつけましたが、通告質問に載っておりません。ですが、関連

がありますので答えられれば、ひとつ渡辺課長お願いをいたします。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　ご質問にお答えしたいと思います。 

今ご提案のありました銀山温泉での滝桜の無料入場券の配布というご提案でございます

が、現在、滝桜の入場料につきましては５００円の料金を徴収させていただいているところ

でございます。無料入場券につきましては町民の方限定で発行させていただいているものに

なっておりますので、いわゆる町外、観光客向けに無料入場券を配布するというようなこと

は今現在考えておりません。 

以上でございます。 

○議長　　石井一正議員。 

○６番（石井一正議員）　　現在、円安で訪日外国人が多数占めております。滝桜にも台湾の

方がたくさん来ていただいておりますが、やはりアメリカ、欧州、東南アジア、豪州などか

らの誘客も２０万人達成には私は必要だと思います。 

ぜひ、今日がスタートですが、銀山温泉との提携によって、私が単純な無料配布券を配る

という発想でありますが、優秀なる渡辺課長にひとつご検討いただいて、銀山温泉の行き帰

りにこちらも幽玄なる滝桜を外国訪日者に見ていただきたいということであります。 

東京都内のアンテナショップと、この山形県尾花沢市の銀山温泉との提携により、私は３

年以内に何とか２０万人誘客を達成して、利益率を上げたいという考えであります。よろし

く、渡辺課長お願いいたします。 

質問を終わります。 

○議長　　石井議員に申し上げます。 

あくまで質問でありますので、お願いではないんです。質問したら答弁があるような質問

をお願いします。 

以上で６番石井一正議員の質問を終わります。 

 

○議長　　１５番鈴木利一議員、質問席に登壇願います。 



 

質問を許します。 

○１５番（鈴木利一議員）　　それでは通告してあります、わんぱくクラブの運営について質

問いたします。 

わんぱくクラブの利用に際し、令和９年度から全ての児童は玄関まで保護者の送迎が必要

になるとしています。また、歩き降所を廃止し、保護者の迎えのみとするとしています。ま

た、習いごと等では歩いて降所していたのが、保護者の迎えかクラブを休むようにしてほし

いとしています。 

１つ目、変更にはどのような背景があったのか。 

２つ目、安全面を考慮してとありますが、変更は利用者の希望を考慮したものであるのか。 

３つ目、利用者への説明はどのように行ったのか、お伺いしたいと思います。 

○議長　　答弁を求めます。 

藤井教育課長。 

○教育課長　　ご質問にお答えいたします。 

わんぱくクラブとは、三春小学校の児童を対象に町で設置しております、放課後児童クラ

ブの名称ということです。 

１点目のご質問ですが、これまでわんぱくクラブでの児童の帰りの方法は、児童の歩き降

所と保護者の方のお迎えという２通りとしておりました。令和８年４月から、平日は午後６

時から同３０分まで、土曜日や長期休業中は午前７時３０分から午前８時３０分までと、午

後６時から同３０分までの延長利用の実施を導入いたしました。そのため、朝夕の開所時間

が長くなること、不審者対策や冬場の暗い中での降所の不安等を考えまして、児童の安全性

を確保するために保護者のお迎えをお願いすることとしたということです。 

２点目のご質問ですが、変更の理由は延長利用を導入することによる安全性の確保であり、

保護者の方からのご提案というものではありません。導入にあたりましては、事前にわんぱ

くクラブ保護者会役員会にお諮りをし、意見交換を実施いたしました。 

その際、「一挙に変更することは混乱を生じる」とのご意見をいただきましたので、令和９

年４月からの本格導入とし、今年度は従来どおりの降所方法も可能ということにしておりま

す。 

３点目のご質問ですが、２点目のご質問でお答えしましたように、保護者会役員会で意見

交換を行いましたが、全ての保護者の方が参加されているわけではありませんので、全体へ

の説明は文書で行っております。そのため、現在までに何件かのご意見をいただいておりま

す。 

具体的には、祖父母の迎えのため、足が悪いので明徳門の階段の上り下りに支障がある、

あるいは保護者が体の調子が悪い場合などの対応ということです。これらのご意見に対しま

しては個別に相談を受けることとしており、今後さらに保護者の皆さんと協議をしたうえで、

見直しが必要な点は見直しをしたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長　　１５番。 

○１５番（鈴木利一議員）　　まず習いごとについて、保護者の迎えか休むようにしてほしい

と。クラブを休むようにしてほしいということですが、まずわんぱくクラブに子どもさんを

預けているということは、保護者の方が仕事をやっているということなんですよね。そして

挙げ句、習いごとに行くときには迎えかもしくは休むようにしてほしいということは、安全

性を確保するということからいうと、逆方向にいってしまっているのかなというふうに思う



 

んです。 

例えば学校終わって真っすぐ家に帰って、そこから習いごとを考えた場合に、今までです

とわんぱくクラブに子どもさんを預けてそこから習いごとに行けたということが、保護者か

ら言えば安心があるわけですよね。ところが１回家に帰って誰もいないとこに行って、そこ

から習いごとに行くかといったら、やっぱり安全性を考えれば逆になってるんじゃないかと

いうふうに思います。 

あと、お迎えの場合に学校の下の駐車場に車を止めて、そこまで迎えにいくわけですが、

そこもやっぱり保護者も大変だというので、あと保護者が行けない場合にはおじいちゃん、

おばあちゃんにお願いするということだと思うんですが、それもなかなか階段を上がってい

くるのも大変だと。そういった場合には、例えばですが駐車場までクラブから送っていくと

か、例えばですよ。そういった方法をとるとか、とにかく子どもさんを第一に考えて運営し

ていってほしいと。 

例えば先ほど言った習いごとで休むようにしてほしいというのは、それはわんぱくクラブ

の都合だと思うんだよね、これは。子どもさんを第一に考えたときには、やっぱりわんぱく

クラブから習いごとに出してやるというのが、保護者としては一番安心だということを考え

ますと、もう少し柔軟にやってほしい。１年間のインターバルを置いたのは、確かにこれ良

かったなと思うんですが、もう少し柔軟性を持って対応していってほしいというのと、あと

教室まで迎えにいくわけですから、今３０分の延長で１８時半まで、多くの方は郡山から来

る場合には、どうしても１８時半ってなかなかきつい時間帯だと思うんですよね。例えばそ

れを１９時にしてもらうとか。 

これからどんどん、保護者の皆さんと協議したうえということなんで、その辺も個別に相

談を受けるんじゃなくて、もうちょっと子どもさんを中心にしたように変えていってほしい

な、保護者も安心、子どもさんも安心できるような方向にいってほしいなというふうに思う

んですが、いかがでしょう。 

○議長　　答弁を求めます。 

藤井教育課長。 

○教育課長　　再質問にお答えしたいと思います。 

今議員ご指摘のとおり、児童クラブは児童福祉法に基づいて設置をしておりますので、子

どもの放課後の安全安心な居場所をつくり、また健全育成を図るという目的で、子どもさん

のことを第一に考えるという点については、ご指摘のとおりというふうに考えております。 

そしてまた、当然子どものことを第一に考えるだけではなくて、子育て支援策としての事

業としての実施という面もありますので、保護者の皆さんのご負担をなるべく軽減するとい

う点でのご指摘についても十分私どもの方でも受け止めたいというふうに考えております。 

今回、令和９年から習いごとにつきまして、お迎えを保護者の方、あるいはお休みをして

いただけないかというふうな話をしております。今お話をしましたように、放課後児童クラ

ブの目的からいきましても、あまりにも保護者の方への負担が増大するという方法について

は、当然保護者の皆さんとの意見交換を十分させていただき、見直すべき点はしっかり見直

しを行いたいというふうに考えております。 

また、延長の時間ですけれども、こちらにつきましてもこの４月から１８時３０分までと

いうことで、３０分間の延長ということにしました。実態として、１８時３０分ではなかな

か迎えに来れないという保護者の方が多くいらっしゃる場合には、当然その延長利用の時間

につきましても適正に見直しを行って、保護者の方のご負担が減らせるようにというふうな



 

対応を努めていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長　　以上で、１５番鈴木利一議員の質問を終わります。 

 

○議長　　１４番遠藤亮子議員、質問席に登壇願います。 

質問を許します。 

○１４番（遠藤亮子議員）　　議長のお許しをいただきましたので、さきの通告により質問を

させていただきます。 

昨年４月２５日にアウトドアヴィレッジ三春（モンベル三春店）がオープンし、アウトド

ア・アクティビティの環境創出に係る事業効果についての報告がありましたが、オープンに

伴い、町への相乗効果について６点ほどお伺いいたします。 

まず１点目ですが、事業の背景、趣旨。こちらは東日本大震災や新型コロナウイルス感染

症などの影響により観光客が減少し、地域経済等に大きな影響が出たこと、それと地域経済

等を活性化していくため、今までの取組みに加え、春の時期以外にも観光客を呼び込むため

とありますが、ここで改めてモンベル誘致に至ったコンセプトをお聞かせください。 

２点目ですが、オープンから１年経過で来場者数と町への流動はどのくらいなのでしょう

か。 

３点目。観光客、交流人口の年間の増加目標を１０万人以上で得られる経済波及効果を１

億８,９２０万円と推計した場合、町への収益はどのくらいなのでしょうか。また、昨年４月

から今年２月までの来場者数が１４万９,０００人となっておりますが、経済波及効果は実

質どのくらいなのでしょうか。 

４点目ですが、アウトドアヴィレッジ三春、来場者数やキャンプサイト利用者数について

は、アウトドアヴィレッジ三春等がオープンする前から周辺施設に来訪される方も含まれる

ため、新たな人の流れを生み出す取組み、観光客の年間目標の観点から人流データを活用し、

分析を実施するとありますが、現在新たな人の流れを生み出す取組みというのはどういうも

のなのか、お聞かせください。 

５点目、観光客の年間増加目標１０万人以上とは何人に対してでしょうか。 

最後６点目ですが、１年経過により創出された数字に町ではどのようにお考えなのかお聞

かせください。モンベル三春店がオープンし、この１年どのような状況なのか、町民の皆さ

んが今もっとも関心を持つところかと思われますので、町民の皆さんが理解できるようにお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長　　答弁を求めます。 

坂本町長。 

○町長　　おはようございます。 

１点目のモンベル誘致のコンセプトについてでありますが、今回のアウトドア・アクティ

ビティの環境創出に係わる事業の経緯や趣旨などを踏まえつつ、答弁させていただきます。 

まず今回の事業の経緯についてですが、東日本大震災や新型コロナウイルス感染症の影響

により、三春町全体の観光客の入込数は、東日本大震災前の平成２１年には年間約７１万人

でしたが、令和２年には約２５万人まで落ち込み、地域経済も多大な影響を受けていました。 

こうした状況のなか、町では新型コロナ感染症の収束後も見据えつつ、観光客・交流人口

を増加・回復させ、地域経済を活性化していくことが必要であるとの考えのもと、それまで

の取組みに加え、新たな観光客・交流人口を呼び込むための取組み、新たな人の流れを生み



 

出すための取組みとして、三春ダムさくら湖周辺の地域資源やフィールドを活かし、アウト

ドア・アクティビティをキーワードに気軽に豊かな自然環境を楽しめる場所の創出を進める

ことにいたしました。 

具体的な検討にあたっては、アウトドア・アクティビティを基軸として、地域貢献活動な

どを積極的に行っている国内トップのアウトドアメーカーであるモンベルと連携し、そのノ

ウハウなどを提供してもらいながら検討を進めたところです。 

キャンプ場やカヤック場、田部井淳子記念館などの提案・検討を進めるのと同時に、新し

い人の流れを生み出すための一つの大きな役割を担ってもらうため、福島県初のモンベルス

トアの誘致を進めました。 

２点目のアウトドアヴィレッジ三春への来場者数についてですが、１年間で約１６万人に

なります。そのほとんどの方がモンベル三春店に訪れた方になるものと思いますが、そのほ

か、１６万人のうち、ビジターセンターには約３万２,０００人、田部井淳子記念館にも約２

万人の方が訪れております。 

人の流動についてですが、アウトドアヴィレッジ三春を訪れた方々に町内を周遊していた

だくため、ビジターセンターには町内の観光パンフレットや「まちなびカード」を配置して

おります。 

まちなびカードについては、町内のお店の優待サービスが受けられるカードになっており

ますが、現在４９店舗に参加いただき、年間で約３万２,０００枚のカードを手に取って持ち

帰っていただいている状況になっており、一定の効果があったものと考えているところでご

ざいます。 

３点目の推計した経済波及効果１億８,９２０万円に対する町の収益についてですが、一

般論としては、推計した経済波及効果が想定どおりに発現された場合、町の財政面の恩恵と

して想定されるのは、店舗などの業績の向上による法人住民税の増加や、雇用の創出や給与

の上昇による個人住民税の増加などが想定されますが、推計した経済波及効果全体に対する

税収効果の分析については、現状では町での推計、分析は難しいものと考えております。 

直接的な財政的恩恵としては、モンベル三春店の出店に伴うモンベルからの法人町民税と

モンベル三春店に勤務する従業員からの個人住民税などの税収になります。 

４点目の人の流れを生み出す取組みについてですが、今回の事業で「新たな人の流れを生

み出すための取組み」として位置づけていた内容については、先ほど１点目の質問でお答え

させていただいたとおり、キャンプ場やカヤック場、田部井淳子記念館などの整備、モンベ

ルストアの誘致などを位置づけし、取り組みを進めてきたところです。 

５点目の観光客の年間の増加目標１０万人以上についてですが、この数値については、三

春ダムさくら湖周辺での取組みになるため、この事業の具体的な計画の策定などが始まった

令和４年当時の三春の里田園生活館の年間の観光客入込数約２０万人に対し、１０万人以上

の増加を目指すものとして設定した数値になります。 

６点目のアウトドアヴィレッジ三春のオープンから１年が経過し、その実績に対しての町

の考えについてですが、１年間でアウトドアヴィレッジ三春には本当に多くの方々に訪れて

いただいたものと認識しておりますが、今回の取組みの大きな目的は、町内を周遊してもら

い、飲食や買い物をしていただくことで、地域経済を活性化していくことになります。 

先ほど申し上げた「まちなびカード」などの取組みは一定の効果を上げている旨を答弁さ

せていただきましたが、さらに多くの方々に町内を周遊していただき、飲食や買い物をして

いただけるよう、各店舗をはじめとして、商工会などの関係機関などとも連携しながら、経



 

済波及効果がより大きくなるよう、取組みを進めていければというふうに考えているところ

でございます。 

○議長　　１４番。 

○１４番（遠藤亮子議員）　　２点目の人の流動についてなんですけれども、まちなびカード

というものを現在４９店舗に参加いただいているということなんですが、それで一定の効果

があったものと考えているところという答弁がありました。ただ、この４９店舗の方々から

のご意見があったりとか、それからこの４９店舗に対して、町からはアンケートを取ったり

とかっていう動きはあったのでしょうか。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　お答えさせていただきます。 

まちなびカードの参加店舗についてでございますが、議員お質しのような、いわゆる統一

的なアンケート調査は実施しておりませんが、個別になりますが何件かのお店の方と少しお

話をさせていただいて、利用状況等々の確認をさせていただいている、抽出でちょっとお声

を聞いているというような状況になっております。 

以上でございます。 

○議長　　１４番。 

○１４番（遠藤亮子議員）　　２点目については分かりました。 

３点目の町への収益なんですが、なかなか直接的な、難しいということの答弁をいただい

たんですが、直接的な財政的恩恵というもので、モンベルからの法人町民税とモンベル三春

店に勤務する従業員からの個人住民税の税収になりますという答弁をいただきました。この

１年間で、モンベルからの家賃収入も加えて、年間どのぐらいの収益があるのか教えてくだ

さい。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　お答え申し上げます。 

まずモンベルからの税収につきまして、法人町民税・個人住民税、答弁させていただきま

したが、税務情報に関する内容につきましては、非常に秘匿性の高い情報になっておりまし

て、地方税法で定められておりますが、税務関係に関係する職員、いわゆる守秘義務が課さ

れております。役場の中でも単純にモンベルの情報を入手できるようにはなっていないとい

うことで、税額につきまして答弁することは非常に難しいものと考えております。 

一方で、ご指摘ありました家賃収入につきましてでございますが、モンベルの家賃収入に

つきましては、年間で５４０万円ほどの金額になることで契約を結ばさせていただいている

という状況になっております。 

以上でございます。 

○議長　　１４番。 

○１４番（遠藤亮子議員）　　守秘義務ということであれば仕方ないということなんですが、

家賃収入で５４０万円ということで、やはりそういったものも町民の方々にお示しする必要

もあるのかなという部分もあります。 

あと６点目の質問になるんですけれども、経済波及効果がより大きくなることが、もう一

番の、こちらはもちろんのことなんですけれども、やはりモンベルができて１年間で潤って

いるところというのが、三春の里周辺はかなり潤っているというお話で、町の方、やっぱり



 

目的は町全体が潤わなければ意味のない取組みになってしまうのではないかと思われます。

そのために毎年統計を取っていただいて、状況を町民の皆さんに周知をすべきだと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　町全体の経済波及効果が非常に大事だということは、町の方も当然認識してい

るところでございます。統計的に毎年数字的なところを抑えられるものにつきましては、先

ほど税務情報の秘匿性が高いと申し上げましたが、例えば個人・企業が特定できないような

状態で数字を確認するということはできるかと思いますので、やはり税務情報が一番売上げ

等々の確認をするためには、一番確実な数字かと思われますので、そういった活用できる数

字を確認しながら、毎年統計的なものというか、確認をしていければというふうに考えてい

るところでございます。 

○議長　　以上で、１４番遠藤亮子議員の質問を終わります。 

 

○議長　　１０番篠崎聡議員、質問席に登壇願います。 

第１の質問を許します。 

○１０番（篠崎聡議員）　　それではさきの通告書に基づきまして、２件の質問をしたいと思

います。 

第１の質問です。ＡＩバスの導入と公共交通の見直しについて伺います。 

１点目。近年、利用者の減少でコミュニティバスの縮小や廃止をして、ＡＩデマンドバス・

ＡＩデマンドタクシーを導入する自治体が全国で１００を超えてきております。近い将来、

当町でもＡＩデマンドを導入する考えはありますでしょうか。 

２点目。ＡＩデマンドバス・ＡＩデマンドタクシーを導入すると、当然バーチャルバス停

や予約の専門アプリを導入したり、利用者に対しスマホの操作をできるようにしたりしない

といけないということがあります。ただ、住民の移動手段として利便性の向上を考えるとそ

れも必要かなと思いますけど、いかがでしょうか。 

○議長　　答弁を求めます。 

佐久間まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長　　第１の質問にお答えいたします。 

ＡＩを活用したデマンド交通につきましては、ＡＩによる効率的な配車や運行ルート設定

などにより、既存交通を補完しながら利便性を向上させる有効なサービスとして、全国各地

で導入が進められているものと認識しております。 

本町につきましては、高齢化などにより自家用車の運転に不安を持つ方や、今後の通院や

買い物など、日常生活における移動手段の確保に対する不安の声を聞くことが増えておりま

す。移動手段の不足は外出機会の減少につながり、買い物弱者や通院困難者の増加、さらに

は地域コミュニティの活力低下などを招くことも懸念されております。 

町としましては、高齢者等の移動対策として、デマンド交通が有効な手段であると認識を

しており、これまで検討を重ねた結果、新たな移動手段として「こまシェア」の実証運行を

令和６年度に開始したところでございます。昨年度にはプランや運行エリアの見直しを行っ

たことで、利用者の増加につながるなど、一定の効果が見られました。今後もより多くの方

にご利用いただけるよう、サービス・検討を進めてまいりたいと思っております。 

さて、デマンド交通の取組みを進める一方で、ＡＩの導入につきましては、引き続き慎重



 

な検討が必要であると考えております。導入や維持に対する財政負担の面や、利用者数が安

定しなければ継続的な運営が困難となること、またデジタル機器の操作に不慣れな高齢者へ

の配慮なども重要であることから、利用者のニーズなどを十分に把握したうえで、段階的な

導入を検討するなどの対応が必要であると考えております。 

少子高齢化の中にあっては、限られた交通資源を有効に活用しながら、地域住民の生活を

支える移動サービスを維持していくことが必要であり、ＡＩをはじめとするデジタル技術の

重要性は今後ますます高まっていくものと認識しております。 

引き続き、先進自治体の導入事例や費用対効果、利用者ニーズなどの把握を行いながら、

地域包括連携協定を締結しました株式会社ユニ・トランドが設立する一般社団法人など、地

域の交通関連事業者と丁寧な協議を重ね、持続可能な公共交通の実現に向けた取組みを推進

してまいります。 

２点目のご質問ですが、ＡＩデマンド交通の導入にあたりましては、予約専用アプリやバ

ーチャルバス停の活用など、デジタル技術を活用した仕組みが必要となる一方で、高齢者の

皆様への配慮が極めて重要であると認識しております。 

そのため、スマートフォン操作に不慣れな方でも利用しやすいよう、電話による予約受付

を併用することや、操作画面をできるだけ分かりやすく簡素化するなどの工夫が必要である

と考えております。 

また、導入時には、利用説明会やスマートフォン講習会などを開催し、実際の予約方法や

利用手順を丁寧に説明するなどの取組みを行うことで、誰もが安心して利用できる環境を整

備していくことが重要であると考えております。 

○議長　　１０番。 

○１０番（篠崎聡議員）　　路線バスの廃止等により、コミュニティバスの有効性がひと昔前

は有効だったんですけど、今は時代が変わりまして「こまシェア」というもの、答弁にもあ

りましたけども、今は「こまシェア」の方がコミュニティバスよりはるかに有効かなと思っ

ております。 

ただ「こまシェア」の場合、登録制であったり利用制限があったりとサブスク的な意味合

いが多くありまして、まだまだ利用が不便であるということで、これからとしましては「こ

まシェア」のＡＩ化、町バスも所有していますので、そちらもＡＩ化。おでかけ応援隊の車

両もＡＩ化して、地域交通公共のために活用していってはいかがかと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長　　答弁を求めます。 

佐久間まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長　　ご質問にお答えいたします。 

おでかけ応援隊・おでかけ支援隊の車両、こちらにつきましての活用、または先ほど利用

に不便だというお話がございました。なお、こちらにつきましては先ほどの答弁と繰り返し

になりますが、ＡＩ等のデジタル技術導入の活用、こちらを交通事業者、丁寧に協議を進め

ながら様々な可能性を探っていきたいと考えております。 

また、おでかけ応援隊等の活用でございますが、そちらにつきましては、町の所有物でご

ざいますので、そちらも住民の皆様が安心して移動できる環境を整備していきたいと考えて

おります。 

○議長　　第２の質問を許します。 

○１０番（篠崎聡議員）　　それでは第２の質問に移らせていただきます。 



 

最近、全国で小中規模の地震が多発しております。ここで、小学校の避難訓練についてお

伺いします。 

１点目。昔、避難訓練は日時をあらかじめ設定しておき、訓練を実施しておりました。多

様性が重要視される今において、日時指定で避難訓練をしているのでしょうか。 

２点目。実際に地震が発生したとき、また抜き打ちの避難訓練で「地震が発生しました」

とアナウンスがあったときに、校庭にいる子どもたちもわざわざ教室に戻って机の下に潜っ

たという話を聞いたことがあります。町ではそこのところをどのように指導しているのでし

ょうか。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺教育長。 

○教育長　　ご質問にお答えします。 

１点目の避難訓練の実施方法についてですが、町立小学校は、各校年に２回から３回の避

難訓練を行っています。災害等はいつ起こるか分からないことから、小学校では児童に事前

連絡しての実施に加え、知らせずに実施する方法も取り入れています。 

例年、各校ともに、年度初めの１回目の避難訓練の際、事前指導として訓練の意義や非常

ベルが鳴ってからの行動、避難経路、集合後の人員確認の方法などを指導し、実際に避難し

てみて確認することとしています。また警察署や消防署職員を講師にお招きし、助言をいた

だくことも行っています。２回目以降は、全ての小学校で事前に知らせない避難訓練を予定

しております。 

２点目のご質問ですが、教室以外のところにいて災害等に遭遇した場合の避難については、

緊急放送や近くの教職員の指示を落ち着いて聞き、教室に戻らずに避難場所に集合するよう

指導しています。そのことを含め、避難の注意点については、各校で策定している緊急時避

難マニュアル等を基に、教育課程に位置づけられた学級活動の時間や道徳の時間、年度当初

の避難訓練実施前に指導しています。 

今後も、命を守ることを最優先に防災教育を推進してまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長　　１０番。 

○１０番（篠崎聡議員）　　再質問します。 

今回地震のことを質問しましたけども、火災の避難訓練についても少し聞きたいと思いま

す。分かったらお答え願いたいと思います。 

三春町では共同調理場ということで、学校で給食室を持っているところは少ないと思うの

で給食室からの火災はないかなと思います。職員室とか理科室とかそういったところでの火

災が想定されるのかなと思います。もしそういったところで火災が発生した場合も、教室に

戻らないようにという指導をしているんでしょうか。１点。 

あと、大人になれば、わざわざ少雨決行で避難訓練を行うこともありますが、児童の場合

はどうなんでしょうか。２点お願いします。 

○議長　　答弁を求めます。 

質問をきちんと分かるようにお願いをします。 

○１０番（篠崎聡議員）　　失礼いたしました。火災が発生した場合も教室に戻らないように

指導しているのかという質問と、もう１点、大人の場合は雨が降ろうが何しようが、避難訓

練をやるというときがあればやりますけども、期日指定でやるときとかそういうときに雨と

かあったときにはどうしているのか、お伺いします。 



 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺教育長。 

○教育長　　ご質問にお答えいたします。 

１点目の火災についての避難訓練ですが、各小学校、中学校もですけれども、全校火災を

想定をした避難訓練を今年度も２回以上予定しております。その場合につきましても、地震

の場合と同じように決して教室に戻らないこと、火災で大事なのは火元からとにかく離れる

ということが大事だと思いますので、それを徹底するようにマニュアル等に記載しておりま

すので、それに基づいて指導していきたいと考えております。 

２点目の大人の場合は雨天決行とかあるんですけど、小学校の場合に雨天の場合はどうな

んでしょうかというご質問だと思いますけれども、状況に応じまして雨が強くてかえって危

険だという場合には、体育館に避難に変更とか、そのように状況に応じて対応しております。

避難訓練は大事ですので、中止ということはなく進めるように指導してまいりたいと考えて

おります。 

以上、答弁といたします。 

○議長　　以上で、１０番篠崎聡議員の質問を終わります。 

始まってから１時間になりますので、ここで暫時休憩といたします。 

再開は１１時５分を予定しています。 

 

…………・・　休　　憩　・・………… 

（休憩　午前１０時５５分） 

＜休　　　憩＞ 

（再開　午前１１時０５分） 

…………・・　再　　開　・・………… 

 

○議長　　休憩前に引き続き再開いたします。 

２番三瓶一壽議員、質問席に登壇願います。 

質問を許します。 

○２番（三瓶一壽議員）　　ただいま議長より質問の許可を得ましたので、これから三春病院

指定管理委託者の考え方についての質疑をいたします。 

今ほど委託管理者の考え方と言ったんですけど、どちらかというと委託管理者の視点。ど

ういう場所でどういう見方をしていたかということが主になりますので、その辺そういう目

で見ていただければと思います。 

では、町では２００７年（平成１９年）、福島県より移譲されました三春病院を公設民営（指

定管理制度）を採用し、公募の結果「星総合病院」を指定管理者に選定。正式に２００７年

の４月から運営を開始しました。以来１９年間、町立三春病院として町民や周辺地域の方々、

特に高齢者等の健康と生命を守るための基幹施設として大きな役割を果たしてまいりまし

た。 

ところが昨年２０２５年９月に、利用者にとっては突然指定管理者（星総合病院）の撤退

が発表され、２０２６年の４月からは三春病院が休院という、町民にとっては大きな不安と

動揺と不便をもたらされ、極めて深刻な事態となっております。このことについては町内で

も様々な不安と動揺の声が多く聞かれておるところであります。 

指定管理者のメリットとデメリットを考えますと、メリットについては確かに委託者、町



 

側のメリット。利用者、地域住民側のメリット。そして民間運営者である星総合病院側にも

メリットはありました。だから委託管理者である三春町は、この病院運営に指定管理制度を

採用したのだと思っております。 

２００７年の運用開始から約１年半ぐらいで月次の黒字化に成功して、順調な滑り出しで

あったようでありますが、その後しばらくして外来患者数・入院患者数とも減少状態が続き

ましたが、大きな経営問題には表面化しなかったようであります。しかし、実のところ累積

赤字は大きく膨らんでいたようでありました。 

そこでコロナ禍を迎えるが、その間３年間は国からのコロナ関係補助金があり、今までの

累積赤字が一気にプラスに転じるなど、真の経営実態が隠れていたように思います。その後

コロナ禍が明けて国の補助金が打ち切られるやいなや、短期決算がいきなり１億５,５００

万円のマイナス決算になってしまったという報告を議会でも受けたところであります。 

ここまでを考察するに指定管理制度のデメリットも大きく、運営への直接統制がなかなか

効かない弱体化とか撤退リスク、これが最大の弱点だと思いますが、撤退リスクなどが伴っ

ておりまして、今回はまさにその赤字、人員不足などの理由から突然の撤退等が容易に起き

てしまうということを見せつけられた気がします。 

そこで質問いたします。 

まず１点目。現在の事態に至る兆候はなかったのか。あったとしたらそれはいつだったの

か。 

それから、兆候に対して町は取れる限りの回避策を講じることができたのか。 

３番目。今回の事態の反省点と今後の改善策は見出せたのか。よろしくお願いいたします。 

○議長　　答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長　　お答えいたします。 

１点目の「現在の事態になる兆候はなかったのか。あったとしたらそれはいつか」につい

てでございますが、星総合病院からは毎年度、運営状況や決算状況の報告を受けており、令

和６年７月の三春病院事業等運営協議会において、新型コロナ関連補助金の終了に伴い経営

が厳しくなる旨の話は聞いておりましたが、文書などによる事前の協議はございませんでし

た。 

経営悪化の具体的な話としては、令和６年８月９日付で、令和６年度第１四半期における

収支悪化を踏まえ、令和６年１０月１日から三春病院の回復期病床４０床を療養病床へと機

能変更する旨の文書の提出がありました。その後、令和６年９月１１日提出の「三春病院に

おける病床機能の必要性について」において、田村管内全体として療養病床が不足しており

需要があること、また病床機能変更により、毎月２００万円の黒字を出せるという試算が示

されたことから、令和６年９月２４日に三春病院事業等運営協議会を開催して、町は追認す

るに至りました。 

しかしながら、結果としては、令和６年１０月以降、毎月約２,０００万円の赤字が発生す

る状況となり、病床機能を変更しても経営を改善するには至りませんでした。そして令和７

年４月１日からは療養病床４０床を休床するとともに、外来の一部を縮小して運営する方針

へと変更いたしました。 

以上の経過を経て、三春病院の指定管理期間については令和９年３月３１日までありまし

たが、令和７年９月３日付で、星総合病院から令和８年３月３１日をもって指定の取消の申

し出が提出されたことにより、指定期間を１年残した令和８年３月３１日をもって、町は指



 

定の取消しを行いました。 

２点目の「それらの兆候に対して、町は取れる限りの回避策を講じられたか」についてで

すが、さきに述べましたとおり、町は星総合病院の提案である病床機能の変更などについて

認め、また令和９年度以降の継続更新に向けて協議を重ねてまいりました。 

さらには、当初令和９年度から免除を検討しておりました指定管理者負担金２,７７３万

円についても令和７年度から免除とすること、また年額１,５００万円程度の指定管理料等

を支払うことについても令和７年度から検討している旨、星総合病院には伝えたところです

が、継続の合意には至りませんでした。 

３点目の「今回の事態の反省点と今後の改善策は見出せたのか」についてですが、今回の

事態により、町民の皆様及び受診・入院されておりました皆様に対しては、ご不安やご不便

をおかけいたしております。 

今後につきましては、地域の医療需要、医療人材の確保状況、町の財政負担を踏まえ、持

続可能な医療提供体制の構築に向けて検討してまいりたいと考えております。 

なお、本件に関しましては、星総合病院に対して法的措置も検討していることから、訴訟

に影響が出る懸念のある答弁については差し控えさせていただきますので、ご理解をいただ

きたいと思います。 

○議長　　２番。 

○２番（三瓶一壽議員）　　再質問させていただきます。 

再質問なんですけど、先ほど３つの質問を分けて答弁いただいたんですけども、１つずつ

で構わないですか。１つずつに対して、①の質問に対しての再質問ということで。 

○議長　　結構ですが、何を質問したいんだか、分かりやすく質問をお願いします。 

○２番（三瓶一壽議員）　　今ほど議長に承諾を得ましたので、再質問させていただきます。 

現在の事態に至る兆候はなかったのかということで、それはまたいつからかということで

の答弁をいただきました。答弁いただきました内容については、今までの経過の説明である

と思います。これらについては、昨年の７月の議会の全員協議会で、町が議会に対して、ま

た令和６年度の町立三春病院特別会計として報告していただいております。また、今ほどの

答弁いただいた内容については、昨年９月４日にもやはり全員協議会でお話をいただき、さ

らにはまほらホールで開かれました町民への説明会でも１０月２８日に説明していただき

ました。 

でも、私が質問しているのは、これらの一連の時系列の事象ごとの時点での報告、今まで

の報告じゃなくて、その中で何か気づきはなかったかと。「おや、これは三春病院ちょっとお

かしいんじゃない」とかっていうふうな気づきはなかったか。「三春病院の運営に異常を来た

しているようだ」「その原因は何なのか」というふうな調査分析はしなかったのかというふう

な質問をしたつもりでございますので、その辺をちょっと再答弁いただければと思います。 

○議長　　答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長　　毎年三春病院の運営協議会等を開かせていただいておりまして、その中で星理事

長がご出席される場合もありますし、星総合病院の関係者の方から毎年経営状況を伺ってお

りまして、特に令和７年度までの間は不安なことはございませんでした。 

○議長　　２番。 

○２番（三瓶一壽議員）　　私も一応、決算報告書関係があまりはっきり認識できていなかっ

たので、保健福祉課の課長さんの方から書類をいただいて、いろいろ今までの経過というか、



 

特にコロナ前とコロナ禍、コロナ後の決算報告書をつぶさに見させていただきました。 

数値的な計算を見ますと、コロナ前はすごい赤字なんですね。累積赤字が結構な額にいっ

ていたんです。ところがコロナ禍に入った途端に、それが全部解消して黒字になっていると。 

それは国の補助金とかいろんなものがあったからだと思うんですけれども、それでまたコ

ロナが明けたらば、また赤字がどっと出てきたというふうな流れを見ますと、私個人的には

コロナの前あたりにも、ちょっと気づかなきゃいけない点があったのかなというふうな認識

でおりますが、その辺、執行者としてはどういうふうにお考えなのか、ちょっとご意見聞か

せていただきたいと思います。 

○議長　　再質問と現在の質問内容が同じような質問に聞き入れましたが、副町長、答弁をお

願いします。 

○副町長　　先ほども申し上げましたが、星総合病院さんの方からの説明は「運営は大丈夫」

というふうに聞いておりますし、それ以上のことをここで「おかしいんじゃないか」とか申

し上げるのには、訴訟のほうで影響が出る可能性がありますので、控えさせていただきます。 

○議長　　次の質問に移ってください。 

２番。 

○２番（三瓶一壽議員）　　それでは、２番の兆候に対して、町の取れる限りの対策が講じら

れたのかということに対して、令和９年度以降の継続更新に向けて協議を重ねてまいりまし

た云々との答弁がございました。 

三春病院事業等運営協議会の他に、町担当部局と運営者、星総合病院との協議は、回数的

にはどのくらい開催されて、町側からの改善策は全く受け入れられなかったのか。それとも

町側は医療経営等には素人ということから深入りできず、躊躇していなかったかということ

について答弁を求めます。 

○議長　　質問３回までとなっておりますので、次の３番目も質問があれば一緒にお願いしま

す。 

○２番（三瓶一壽議員）　　３番目の質問は、３番目に挙げたのは町民、地域の方々にご迷惑

をかけましたという謝罪の言葉ではなくて、いただきたかったのは１番・２番に関わって、

いろんな視点で気づきがあったと思いますので、その気づきに対して今後どういうふうな対

策をもって、新たな選択というか新体制の模索につなげるかということを聞きたいと思って

質問したんですけど、その辺のチェックポイントをお聞かせいただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長　　今の２点についての答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長　　最初のご質問ですが、打ち合わせ等の回数ですけれども、通年ですと運営協議会

の内容とそれから決算等で年に３回くらいの打ち合わせですが、経営状況がという令和６年

度につきましては、病床の変更や受診科目の変更等々、いろいろ星総合病院の方から提案が

ありましたので、その年は打ち合わせ回数が多くなっておりまして、今ここで回数について

はちょっと記憶しておりませんので、お答えできません。 

継続についての内容につきましては、先ほども申し上げましたとおり、町の方で多少なり

とも赤字分を補填という考えで、負担金の免除。それから１,５００万円程度のお金をお支払

いしますというようなこと。７・８・９年度の３年間分について、そういうことでいかがで

しょうか。それで９年度以降も継続していただけないでしょうかという交渉をしていたわけ

ですが、その金額では経営はちょっと難しいという星さんの方の判断で、今回のような事態



 

になったと記憶しております。 

それから、今後新たな対策ということですが、これは新たな事業者の方の条件もあります

ので、町の方から一方的に同じような体制でということはできませんので、相手との協議を

重ねて、できれば指定管理で、ベッド数も相手の方の要望と町の方の要望、それからあそこ

にありますＭＲＩの機械を使った検査など等を含めた、全体的に相手と交渉しながら、相手

方がうまく運営できるような体制を町も取っていきたいというふうに考えております。 

○議長　　質問はありますか。 

最後の質問でお願いいたします。 

○２番（三瓶一壽議員）　　三春病院の現在までの内容については分かりました。 

それで私の最期の質問というのは、例えば今後、また指定管理を行うのであれば、医療法

人会計のスペシャリストを参入させるとか、会議にですね。あと三春病院運営協議会に対し

ても、もっと体制強化して、対等に相手方との議論をできるっていうふうな監視体制が必要

なんじゃないかと思うわけです。その辺をぜひともやるべきだと考えておりますが、結局専

門領域だからっていうことで任せきりにしないで、なるべく特に病院の指定管理の場合は関

与して、やっぱり指定管理委託者の方がきちんと把握できているというふうな体制にしても

らいたいと思いますが、その辺どういうふうにお考えでしょうか。 

○議長　　答弁を求めます。 

伊藤副町長。 

○副町長　　今も運営協議会がございまして、運営協議会の委員さんとして町の中で開業して

いただいている病院長さん、それから公認会計士さん、三春町の議会議員さんなどに運営委

員会の委員さんとしてご参加いただいて、的確な意見をいただいていたものと私は思ってお

ります。 

なお、今の運営協議会につきましては、星総合病院が指定管理を行う場合の要綱になって

おります。今後新しい方がやっていただく場合には、契約書・協定書・要綱などについては、

顧問弁護士事務所と相談して作成していきたいというふうに考えております。 

○議長　　以上で、２番三瓶一壽議員の質問を終わります。 

 

○議長　　７番小林孝議員、質問席に登壇願います。 

質問を許します。 

○７番（小林孝議員）　　議長の指名により、７番、一般質問です。 

農業に対しての支援について。ここ最近、肥料、飼料、資材、機械などの値段が高いので、

農家に対して大変厳しい状況が続いています。農家を営むに対して、町ではどの程度の取組

みをしていますか。特に農業用の建物、建材などはどの程度の支援をいただけますか。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　ご質問にお答えします。 

町では、農家に対する物価高騰対策として、令和４年度には農産物を販売している農家に

対し、販売額に応じた交付金による支援、令和５年度には畜産農家に対し、飼養頭数に応じ

た交付金による支援、園芸用の施設を運営する農家に対しては、園芸用施設で使用する燃料

の購入額に応じた交付金による支援、令和６年度には水稲生産者に対し、作付面積に応じた

交付金による支援、令和７年度には認定農業者などに対し、農業用機械や施設の導入・改修

などに係わる経費に対する補助金の交付など、国の重点支援交付金を活用しながら取組みを



 

進めてまいりました。 

また、こうした緊急的な物価高騰対策に係わる支援と併せ、町では農家を支援する支援制

度を様々設けております。そのなかで、農業用施設建設に対する支援については、農業近代

化基盤整備事業を設けており、その内容は組合などの組織や受益農家５戸以上が連携し、育

苗施設や乾燥調製貯蔵施設、栽培施設などの共同利用施設を建設する場合に、補助率３分の

１以内で上限４０万円として交付させていただく補助制度の内容になっているところでご

ざいます。 

また、認定農業者が経営改善計画に基づく施設を導入する場合も、同様の補助を活用する

ことができるようになっております。 

町単独の農業用施設に対する支援以外にも、ビニールハウスや加工施設、農業用倉庫など

の施設の種類や、園芸作物や畜産などの業種、認定農業者や農業法人などの経営状況に応じ、

国や県などで様々な補助制度が設けられております。 

補助制度の性質上、それぞれに条件はありますが、補助金の活用を希望する場合には、県

をはじめとした関係機関・団体と連携したうえで対応していきたいと考えておりますので、

まずは産業課農林グループの方までご相談いただければと考えているところでございます。 

○議長　　再質問はありますか。 

小林孝議員。 

○７番（小林孝議員）　　すみません。私が特に言いたいのは、農家が起業して経営を営むと

き、やっぱり資金が大分かかると思います。先立ち。だから、町・県・国の交付金・助成金

などは、その５,０００万円に対してどの程度のパーセントで出るか、そこまで分かれば聞か

せていただきたいと思います。 

○議長　　答弁を求めます。 

渡辺産業課長。 

○産業課長　　農業を運営するにあたっての資金の確保に対する支援というお質しかと思い

ますが、経営資金に対する融資制度につきましては、国・県などで制度を設けている実例が

ございます。町でも、いわゆる融資制度に対する支援という枠組みは持っておりますが、そ

れぞれ条件・内容等々には様々ございますので、個別具体の内容について先ほども申し上げ

ましたが、産業課の方までご相談いただければ幸いと思っております。 

以上でございます。 

○議長　　再質問ありますか。 

７番。 

○７番（小林孝議員）　　今ほどの元手によりますが、これからいろいろすり合わせしながら、

私の一般質問に沿ったような意味合いで、あと課長さんのところへ行きたいと思います。 

○議長　　答弁がほしいですか。 

○７番（小林孝議員）　　いや、いいです。 

○議長　　以上で、７番小林孝議員の質問を終わります。 

 

…………・・　散会宣言　・・………… 

○議長　　これで、一般質問を終わります。 

以上で、本日の日程は全て終了しました。ご苦労さまでした。 

（午前１１時３６分） 

 



 

令和８年６月３日（水曜日） 

１　出席議員は次のとおりである。 

２　職務のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

３　地方自治法第 121条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名は次のとおりである。 

 

４　議事日程は次のとおりである。 

議事日程　令和８年６月３日（水曜日）　午後２時００分開議 

第　１　付託議案の委員長報告 

第　２　議案第３８号　三春町学校給食共同調理場条例を廃止する条例 

第　３　議案第３９号　三春町税条例の一部を改正する条例 

第　４　議案第４０号　三春町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例 

第　５　議案第４１号　三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

第　６　議案第４２号　令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号） 

第　７　議案第４３号　令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

第　８　議案第４４号　令和８年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

第　９　陳情第　２号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書 

第１０　陳情第　３号　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止すること 

第１１　議員派遣の件 

《追加日程》 

第　１　議案第４５号　三春交流館「まほら」舞台客席照明施設LED切替工事請負契約につい 

て 

第　２　議案第４６号　町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約について 

 １番 影　山　孝　男 ２番 三　瓶　一　壽 ３番 大　内　広　信

 ４番 佐　藤　　　弘 ５番 山　崎　ふじ子 ６番 石　井　一　正

 ７番 小　林　　　孝 ８番 松　村　妙　子 ９番 三　瓶　文　博

 10番 篠　崎　　　聡 11番 橋　本　善一郎 12番 佐久間　正　俊

 13番 影　山　常　光 14番 遠　藤　亮　子 15番 鈴　木　利　一

 16番 影　山　初　吉

 事 務 局 長 遠藤　晃 書記 横田　涼

 書記 佐藤　祐梨子

 
町 　 　 長 坂　本　浩　之

 
副 町 長 伊　藤　　　朗

 総 務 課 長 鴫　原　健　二 財 務 課 長 儀　同　佐江子

 まちづくり推進課長 佐久間　　　貴 住 民 課 長 佐久間　島　宏

 税 務 会 計 課 長 佐久間　正　浩 保 健 福 祉 課 長 今　泉　喜　徳

 子育て支援課長 大　内　広　三 産 業 課 長 渡　辺　　　淳

 建 設 課 長 新　野　恭　朗 企 業 局 長 橋　本　泰　寿

 
教 育 長 渡　辺　和　也

教 育 次 長 兼 

教 育 課 長
藤　井　　　康

 生 涯 学 習 課 長 伊　藤　晴　之



 

第　３　発委第　３号　地方財政の充実・強化を求める意見書 

５　会議次第は次のとおりである。 

（開議　午後２時１５分） 

…………・・　開議宣言　・・………… 

○議長　　皆さん、こんにちは。 

傍聴者の皆さんに申し上げます。 

携帯電話をお持ちの方は、電源をお切りになるか、マナーモードに設定していただきますよう、

お願いいたします。 

また、許可を得た場合を除き、議場内での写真撮影、録音及び録画は禁止されていますので、ご

了承願います。 

なお、議場及び傍聴席において、健康管理のための水分補給は可能となっておりますので、申し

添えます。 

それではただ今より本日の会議を開きます。 

…………・・　付託議案の委員長報告　・・………… 

○議長　　日程第１、付託議案の委員長報告を行います。 

総務常任委員会委員長。 

○総務常任委員長　　総務常任委員会が定例会６月会議において付託を受けた議案について、その

審査の経過と結果について報告いたします。 

なお、本委員会は５月２９日に日程設定を行い、６月１日及び３日、第１委員会室において開会

いたしました。 

議案第３９号　三春町税条例の一部を改正する条例について 

本案について、税務会計課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査

いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上、総務常任委員会の報告といたします。 

○議長　　ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。 

以上で総務常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

文教厚生常任委員会委員長。 

○文教厚生常任委員長　　文教厚生常任委員会が本会議において付託を受けた議案について、その

審査の経過と結果について報告いたします。 

なお、本委員会は５月２９日に日程設定を行い、６月１日及び３日に第３委員会室及び３階会議

室３－１、３－２において開会いたしました。また、６月１日には現地調査を行いました。 

議案第３８号　三春町学校給食共同調理場条例を廃止する条例 

議案第４０号　三春町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例 

以上２案について、教育課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査

いたしました結果、全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

議案第４１号　三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

住民課長の出席を求め、本案に関する詳細な説明を受けました。慎重に審査いたしました結果、

全員一致、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上、文教厚生常任委員会の報告といたします。 

○議長　　ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 



 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。 

以上で文教厚生常任委員会委員長報告に対する質疑を終わります。 

…………・・　討論及び採決　・・………… 

○議長　　日程第２、議案第３８号「三春町学校給食共同調理場条例を廃止する条例」を議題としま

す。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第３８号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第３、議案第３９号「三春町税条例の一部を改正する条例」を議題とします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第３９号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第４、議案第４０号「三春町立小学校及び中学校条例の一部を改正する条例」を議題としま

す。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第４０号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第５、議案第４１号「三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」を議題とします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第４１号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決です。本案は委員長報告のとおり決することにご異議ありま



 

せんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、委員長報告のとおり可決されました。 

日程第６、議案第４２号「令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第４２号を採決します。 

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第７、議案第４３号「令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」を議題

とします。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第４３号を採決します。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

日程第８、議案第４４号「令和８年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１号）」を議題とし

ます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより、議案第４４号を採決します。 

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

………・・　陳情第２号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書　・・……… 

○議長　　日程第９、付託陳情事件について、総務常任委員会委員長の報告を求めます。 

総務常任委員会委員長。 

○総務常任委員長　　総務常任委員会が定例会６月会議において付託を受けた陳情事件につ

いて、その審査の経過と結果について報告いたします。 

なお、審査については、６月１日、第１委員会室において開会いたしました。 

陳情第２号「地方財政の充実・強化を求める意見書提出陳情書」 

陳情者　田村市船引町船引字南町通５２ 

日本労働組合総連合会福島県連合会田村地区連合会　議長　古川史典 



 

本陳情は、次の事項を内容とする意見書の提出を求めるものであります。 

〈陳情事項〉 

地方財政の充実・強化を求める意見書を提出すること。 

以上について財務課長の出席を求め、慎重に審査いたしました結果、本陳情については全

員一致、採択するべきものと決しました。 

以上、総務常任委員会の報告といたします。 

○議長　　ただ今の委員長報告に質疑があれば、これを許します。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。以上で討論を終わります。 

これより陳情第２号を採決します。 

本陳情は委員長の報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本陳情は、採択することに決定しました。 

…・　陳情第３号　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止すること　・… 

○議長　　日程第１０、付託陳情事件について、文教厚生常任委員会委員長の報告を求めます。 

文教厚生常任委員会委員長。 

○文教厚生常任委員長　　文教厚生常任委員会が定例会６月会議において付託を受けた陳情

事件について、その審査の経過と結果について報告いたします。 

なお、審査については、６月１日、３階会議室３－１、３－２において開会いたしました。 

陳情第３号「東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止すること」 

陳情者　三春町桜ヶ丘４－２－１５ 

モニタリングポストの継続配置を求める市民の会・三春　共同代表　塚原寿 

本陳情は、次の事項を内容とする意見書の提出を求めるものであります。 

〈陳情事項〉 

東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止することについての意見書を提

出すること。 

以上について住民課長の出席を求め、慎重に審査いたしました結果、可否同数となったた

め委員長裁決を行い、本陳情については不採択とすべきものと決しました。 

なお、少数意見として「新潟県で原発事故が発生した場合、本県にも大きな影響が及ぶこ

とが想定されること」、「東日本大震災から１５年を経過した現在も被災者の生活再建が十分

とは言えないこと」などを理由として、本陳情を採択すべきとの意見がありました。 

以上、文教厚生常任委員会の報告といたします。 

○議長　　ただ今の委員長報告に質疑があれば、これを許します。 

（なしの声あり） 

質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（挙手する者あり） 

討論の申し出がありましたので、これより討論を行います。 



 

ただ今の委員長報告は不採択であります。したがって、まず本陳情を採択することに賛成

の発言を許します。 

５番。 

○５番（山崎ふじ子議員）　　本陳情を採択するにあたりまして、賛成の立場から意見を述べ

ます。 

まず、柏崎刈羽原子力発電所は福島県に非常に地理的に近いところにあります。一度事故

がありますと、偏西風などにより福島県に甚大な被害がもたらされるということは地理的に

よく分かるかと思います。 

２番目に、陳情書にもありますように、当時福島県内では１６万人弱の方々が避難を余儀

なくされました。１５年経った今でもいまだに５万６，０００人あまりの方々が故郷に帰ら

れない状況にあります。原子力緊急事態宣言がまだ解除されていないということは皆さんご

存じでしょうか。 

私が生まれてから新潟で起きた地震ですが、１９６４年新潟地震マグニチュード７．５。

２００４年中越地震のマグニチュード６．８。２００７年中越沖地震マグニチュード６．８。

つい先日６月１日の朝６時にマグニチュード４．６の上中越沖地震がありました。このよう

に新潟県は非常に地震が頻発しております。もういつ原発事故が起きてもおかしくない状況

にあります。 

柏崎刈羽原子力発電所の再稼働の経過なんですけれども、住民課長の説明によりますと、

令和７年に３０市町村にアンケートを取っているようです。６，０００人が対象で回収が３，

３００人あまりということで半数ぐらいなんですが、そのアンケートは原子力発電所を稼働

して良いかというアンケートではなく、避難圏が分かりますかとかそういったアンケート

で、再稼働を認めますかというアンケートを取っているわけではありません。 

昨年の１１月に県議会で再稼働を認めるという決議をされまして、１２月１日に知事が認

めたということで、県民の意思がこれにはほぼ反映されなかったという状況で再稼働が始ま

っております。 

そういった意味でも意見書の提出は、原発事故直接の被害を私たちが被ったわけです。い

まだに山のキノコは食べられませんし、タケノコの出荷停止も続いたままです。原発前の生

活に全く戻っていないわけですね。そういった状況の中、新潟県民にも同じような苦悩を味

わってほしくないという思いを伝える重要な意思表明だと思います。 

ですので、可決くださいますようにお願いいたします。 

○議長　　次に、本陳情を採択することに反対の議員の発言を許します。反対討論はありませ

んか。 

１番影山孝男議員。 

○１番（影山孝男議員）　　陳情の採択に反対の意見を述べさせていただきます。 

昨年６月の本会議において同様の陳情がございました。東京電力柏崎刈羽原子力発電所の

再稼働を認めないこととの陳情でしたが、三春町議会は不採択としております。 

その後の経過ですが、国の対応方針として原子力防災の充実強化、東京電力の信頼確保、

地域経済の活性化につながる地域振興策などを行い、その後の経過として稼働が中止となる

ような障害もなく、今年４月１６日に再稼働いたしました。 

ここで中止することを採択するとなると前年度の中身との整合性が保てなくなってきま

す。 

また、日本のエネルギーを巡る厳しい状況。特に経済的な影響としては、エリア別の２０



 

２４年度の電気料金を比べてみますと、東北エリアが１ｋｗ／ｈあたりの単価として２４．

８円。東京が２３．９円。原発が稼働している関西電力は２０．７円。また、九州エリアに

おいても１９．８円というような価格になっております。東日本エリアの電力供給の８割は

火力発電に依存しております。 

また、ロシア・ウクライナ戦争や中東戦争等による燃料の価格高騰及び再エネ賦課金等の

増加が予想されます。今後も大量の電力を必要とする設備の増加で、電力需要の増加が見込

まれている現状です。 

そして一番重要なことです。東京電力には福島第１原発の廃炉という重要な使命がありま

す。それらを総合的に考えると、再稼働及び営業運転は妥当であると私は考えております。 

以上のことから、陳情の採択に反対する立場の意見とします。 

○議長　　次に、本陳情を採択することに賛成の議員の発言を許します。賛成討論はありませ

んか。 

１０番篠崎聡議員。 

○１０番（篠崎聡議員）　　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止するこ

との意見書提出について、賛成の立場から討論いたします。 

そもそも隣の新潟県の話に首を突っ込むような形となりますが、東日本大震災で唯一原子

力発電所の事故が発生し被災したものとしては、原発の運転をしていただきたくないという

ふうに思っています。廃炉の技術、使用済核燃料の最終処分が決まらないなか運転をするの

は良くないと思います。 

東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止することを求める意見書の提出

については賛成いたします。 

○議長　　次に、本陳情を採択することに反対討論はありませんか。 

２番三瓶一壽議員。 

○２番（三瓶一壽議員）　　東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業運転を中止するこ

との意見書提出に反対の意見を述べます。 

私は東日本エリアとりわけ東京電力管内が直面している深刻な電力ひっ迫の状況を踏ま

えますと、一定の厳格な条件のもとに柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を認めるべきだと考え

ております。 

再稼働を容認するべき理由として大きく３つの点が挙げられます。 

まず第１点。原子力の安定供給そのものが社会の安全の一部であるという点であります。

２０２６年度の東日本では、夏季のピーク時の予備率が１％前後にまで低下する見込みが示

されております。これは老朽火力発電所の休廃止や需要増加が重なった結果であり、突発的

なトラブルや猛暑が重なれば、計画的停電や大規模停電が現実味を帯びる状況水準でもあり

ます。 

そもそも電力は医療、福祉、交通、通信、産業、そして日常生活のすべてを支えるインフ

ラであります。電力供給の不安定化はそれ自体が人命、生活基盤を脅かす種類のリスクでも

あります。柏崎刈羽原発は東電にとって最大級の電源であり、その一部でも安全に稼働でき

れば東日本全体の供給余力は大きく改善するものと思います。原発のリスクだけを見てやめ

るべきだと言うのではなくて、電力不足のリスクと原発のリスクを同じ土俵で考える必要が

あると思います。そのうえで電力ひっ迫という現実を直視しながら安全性を最大限に高めた

うえで、限定的な稼働は社会的なリスクを相対的に下げる選択肢になり得ると考えます。 

２番目の理由として、柏崎刈羽原発は福島第１原子力発電所事故の教訓を踏まえ、新規制



 

の基準のもとで技術的・制度的な安全対策が大幅に強化されているという点であります。 

福島第１原発事故以前の安全神話に戻ることは決して許されない。しかし事故後に導入さ

れた新基準は世界的にも見ても非常に厳しい水準にあります。柏崎刈羽原発については核物

質防護の重大な不備が発覚し、規制委員会から最も厳しい評価を受けたという重い事実があ

ります。だからこそ再稼働を認める条件としては次のように極めて厳格であるべきと考えま

す。 

１点。核物質防護・テロ対策を含めた安全対策の抜本的な是正。規制委員会による継続的

かつ厳格な監視と違反時の即時停止措置、事故時の情報公開と住民避難計画の実効性を確保

すること。 

次に、福島第１原発事故の検証結果を踏まえた継続的な安全対策の更新であります。動か

す以上、徹底的な安全対策を取り続けるという意志・姿勢を制度として組み込むことが重要

だと考えます。福島県の経験を踏まえたうえで二度と同じことを繰り返さないために、あえ

て厳しい条件付きで再稼働を認めるという立場は、決して教訓を否定するものではなく教訓

を制度に反映させるひとつの形だと考えております。 

最後に３番目の理由としては、原発ゼロを目指すとしても現実を無視できない。つまり中

長期的に原発依存を減らすべきだという方向性と、ここ数年をどう乗り切るかという短期的

な現実は分けて考える必要があると思います。再生可能エネルギーが蓄電池、需要側の調整

力の拡大、原発や化石燃料への依存を減らしていくべきだという方向性には賛同できます。 

しかしそれは２０３０年以降に見据えた中長期的なエネルギー転換の議論でありまして、

２０２６年の今年の夏の電力ひっ迫という目の前にある短期的なリスクをただ理念だけで

乗り切ることはできないと思います。 

老朽火力発電の延命、休止火力発電所の再稼働、広域流通、デマンドレスポンス、あとは

蓄電池の加速的な導入。これらを総動員してもなお東日本エリアの電力供給にはまだ不確実

性が残るという見通しがある以上、原発は一切使わないという選択肢は理念としては理解で

きても、現実のリスク管理としては極めて厳しい。原発ゼロを最終目標としてあげること、

移行期においては一切使わないと決めてしまうことは決して同じことを意味するものでは

ないと考えます。 

むしろ移行期においては安全対策を徹底したうえで、原発を限定的に活用しつつ、その間

再エネ・蓄電池系統設備を加速させるということが、現実的で責任あるエネルギーの政策で

あると思います。 

今まで述べた理由から、三春町議会が今回東京電力柏崎刈羽原子力発電所の再稼働・営業

運転を中止することの意見書を国等の機関に提出することは反対であります。 

以上です。 

○議長　　ほかに討論はありませんか。 

（発言者なし） 

○議長　　討論なしと認めます。以上で討論を終わります。 

それでは陳情第３号について採決します。この採決は起立により行います。 

この陳情に対する委員長報告は不採択であります。 

したがって、原案について採決いたします。本陳情を採択することに賛成の議員の起立を

求めます。 

（起立少数） 

○議長　　起立少数です。 



 

よって、陳情第３号は不採択とすることに決定しました。 

…………・・　議員派遣の件　・・………… 

○議長　　日程第１１、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。 

議員派遣の件についてはタブレットに掲載したとおりでありますので、派遣したいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって議員派遣の件はタブレットに掲載したとおり、派遣することに決定しました。 

…………・・　追加議案の提出　・・………… 

○議長　　ここで、町長より議案第４５号「三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切

替工事請負契約について」、議案第４６号「町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約につ

いて」が提出されました。 

これを日程に追加して議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって２件を日程に追加し、追加日程第１及び追加日程第２として直ちに議題とすること

に決定しました。 

…・ 議案第４５号 三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替工事請負契約について ・… 

○議長　　追加日程第１、議案第４５号「三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替

工事請負契約について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

伊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長　　議案第４５号であります。議案書はタブレットの３ページをご覧いただき

たいと思います。議案第４５号「三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替工事請

負契約について」であります。 

三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替工事について、次のとおり請負契約を

締結するため、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

契約の目的等はページの下の部分となります。工事名称は三春交流館「まほら」舞台客席

照明施設ＬＥＤ切替工事であります。契約の方法は見積合わせによる随意契約でありまし

た。契約金額は３億８，５００万円となります。契約の相手方は宮城県仙台市青葉区二日町

３番１０号　グラン・シャリオビル　丸茂電機株式会社仙台営業所　所長　宮村健人となり

ます。 

議案説明書の方をご覧いただきたいと思います。タブレット３ページ上段となります。 

三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替工事について、見積合わせの結果、次

のとおり請負契約を締結するため、議会の議決を求めるものというものでございます。 

契約金額それから相手方につきましては先ほど申し上げました。工事の概要としまして

は、まほらホールの舞台及び客席照明設備のＬＥＤ切替工事であります。この工事につきま

しては２か年の施工を予定しております。令和８年度第１期、令和９年度第２期としており

ます。工期につきましては、着工が契約の効力の発生する日から３日を経過した日、完成は

令和１０年３月３１日となっております。 



 

なお、説明図につきましては次のページから４枚ということになります。こちら図面の方

で、まほらホールの舞台の平面図が１～３階と３階の上部ということで４枚掲載しておりま

す。こちらの図面に第１期工事につきましては赤文字、第２期工事につきましては青文字で

工事内容が記載されておりますので、こちらの方でご確認いただきたいと思います。 

説明は以上であります。 

○議長　　説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

１５番。 

○１５番（鈴木利一議員）　　これは見積合わせで３億８，５００万円なんですが、工事業者

がもっとたくさんあるんじゃないかと思うんですが、見積合わせになった経緯等があればお

願いします。 

○議長　　答弁を求めます。 

伊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長　　この工事につきましてはまほらホールの舞台ということで、大分特殊な電

気設備工事となっております。しかも今は資材がなかなか手に入らないということもござい

まして、２か年の工期とせざるを得ませんでした。そのようなこともありまして、工事期間

中にもいろいろな公演等が予定されておりまして、今現在使っている照明設備、いわゆる白

熱灯の設備なんですが、白熱灯の設備から１期・２期に分けてＬＥＤ化をしていくというと

ころでは照明のコントロール方法が大分重要になってきます。そういったこともございまし

て、この契約の相手方、丸茂電機株式会社につきましては、まほらホールを建設した当時の

納入業者でもありましたし、また、そうした照明設備についての専門業者でもあります。そ

のような切替にあたっての円滑な工事施工、これを重視いたしまして、１者ですが丸茂電機

に見積合わせ、随意契約とさせていただいたものでございます。 

以上です。 

○議長　　他にありませんか。 

２番。 

○２番（三瓶一壽議員）　　１者見積合わせなんですけども、おそらく予算があっての見積合

わせだと思うんですけども、町で積算した予算はどのぐらいだったのか、差し支えなければ

教えてください。 

○議長　　答弁を求めます。 

伊藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長　　町で積算しました設計額ということで申し上げたいと思います。税込みで

申し上げます。町で設計しましたのは約４億円ということになります。 

以上でございます。 

○議長　　他にありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　ないようですので、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより議案第４５号を採決します。 

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 



 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

……・・　議案第４６号 町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約について　・・…… 

○議長　　追加日程第２、議案第４６号「町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約につい

て」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

新野建設課長。 

○建設課長　　私の方から説明をさせていただきます。 

追加議案書の２ページ、タブレット４ページをお開きください。 

議案第４６号になります。町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約について。 

この工事につきましては、請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第８号及

び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議

会の議決を求めるものであります。 

令和８年６月３日提出　三春町長　坂本浩之 

契約の目的ですが、町道実沢青石永志田線道路改良工事。契約の方法、指名競争入札。契

約の金額、税込６，４９０万円になります。契約の相手方、福島県田村郡三春町大字南成田

字山崎３９９番地の３　株式会社榎本組　代表取締役　榎本英基になります。 

続きまして議案説明書をお開きください。議案説明書１ページ、タブレット３ページ。下

段の方になります。 

議案第４６号「町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約について」。契約金額、契約の

相手方までにつきましては議案書での説明のとおりです。工事の概要ですけども、今回行い

ます道路改良工事、橋の架け替えを含めまして延長６０ｍ。幅員に関しましては改良を行っ

てます全線に渡りまして、側溝含めて６ｍの幅員を確保するということで拡幅の工事を行っ

ております。 

今回大きな工事の内容としましては、橋梁の架け替えに伴いまして、水路に内空幅３ｍ×

３ｍのボックスカルバートを９本、１３．５ｍ設置するもの及び水路の工事になります。工

期ですけども着工が契約の効力の発生する日から３日を経過した日から。完成の方は今年度

末、令和９年３月３１日を予定しております。 

続きまして、タブレット８ページの方に位置図がありますのでお開きください。 

工事の場所になりますが、実沢字高畑地内になります。図面の赤く着色されている場所、

地区の第２公民館の北側、現人神社のすぐ手前側というふうになります。 

次のページをお開きください。平面図と工事箇所の横断図になります。まず下の方にあり

ます横断図ですけども、ナンバー２０ということで今回工事をする箇所の横断図になりま

す。図面にありますように側溝から側溝まで６ｍに拡幅をしまして、車のすれ違いを容易に

するような形での工事を行っているものです。 

平面図の方をご覧ください。赤く着色している場所が今回の工事箇所になります。着色さ

れている右側の方に階段が記されているかと思いますけども、こちらが現人神社になりま

す。そのすぐ手前側の工事ということになりまして、工事番号からしますとナンバー２０か

ら２３ということで６０ｍになります。赤く着色されたところに緑の線が２本太く書かれて

いるかと思いますが、ここが水路にあるところにボックスカルバートを設置する箇所になり

ます。こちらにボックスカルバート１３．５ｍを設置しまして、上部に橋梁を架け直しまし



 

て６ｍ幅を確保していくというようなことでの工事を予定しております。 

工事内容については以上になります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長　　説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより議案第４６号を採決します。 

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

…………・・　追加議案の提出　・・………… 

○議長　　ただいま総務常任委員長より発委第３号「地方財政の充実・強化を求める意見書」

が提出されました。 

これを日程に追加して議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって発委第３号を日程に追加し、追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

議案書を掲載しますので、少々お待ち願います。 

議案書の掲載は確認できましたか。 

…………・・　発委第３号　地方財政の充実・強化を求める意見書　・・………… 

○議長　　提出者の趣旨説明を求めます。 

総務常任委員会委員長。 

○総務常任委員長　　発委第３号「地方財政の充実・強化を求める意見書」 

地方自治法第９９条の規定により、地方財政の充実・強化を求める意見書を別紙のとおり

関係機関に提出するものとする。 

令和８年６月３日提出　提出者　三春町議会総務常任委員会　委員長　三瓶文博 

意見書の内容並びに提出先等につきましては、タブレットに掲載したとおりでございま

す。 

令和８年６月３日　福島県田村郡三春町議会議長　影山　初吉 

以上、提出するものであります。 

ご審議のうえ、可決くださいますよう、よろしくお願いします。 

○議長　　ただいまの説明に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長　　討論なしと認めます。 

これより発委第３号を採決します。 



 

本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長　　異議なしと認めます。 

よって本案は、原案のとおり可決されました。 

…………・・　町長挨拶　・・………… 

○議長　　本定例会議に付された事件はすべて終了しました。 

ここで町長より発言があれば、これを許します。 

坂本町長。 

○町長　　ただいまは全議案可決いただきまして、ありがとうございました。追加で提案させていた

だきました工事関係につきましては、速やかな発注に心がけていきたいというふうに思っており

ます。 

さて、今日は台風６号が接近したなかでの議会の最終日ということになりました。今回テレビ

を観ていて改めて驚いたのが、計画運休あるいはリモートワークということで事前に計画的に混

乱を避ける機能が働いたというところに注目いたしました。 

一方で我々、それぞれの家庭での準備はどうだろうというふうに思ってみますと、今回は２４

時間ぐらいの災害対応ということになりますけども、もっと長期になる場合は家の中の蓄えある

いは避難先の確保、そういったものをそれぞれ個々のご家庭で決めなくちゃいけないわけです

が、それが果たして十分であろうかなというふうな疑問を持っております。町といたしましても

個別避難計画の作成を進めておりますが、そういった防災対策のひとつとして各家庭での備え、

そういったものに対する情報提供あるいは十分な備えをするための仕事をしていきたいなという

ふうに思っております。引き続き皆さんのご支援をお願いしたいというふうに思っております。 

気温が大分下がります。乱高下が続きますが、身体に気をつけてご活躍くださいますようお願

い申し上げまして、閉会にあたってのあいさつとさせていただきます。ご苦労様でした。 

………・・　散会宣言　・・………… 

○議長　　以上で、令和８年三春町議会定例会６月会議を散会します。ご苦労様でした。 

（閉会　午後　３時０８分） 
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議　案　審　議　結　果　一　覧　表 

 議案番号 件　　　　　名 採決 議決の状況

 
議案第３８号 三春町学校給食共同調理場条例を廃止する条例 全　員 原案可決

 
議案第３９号 三春町税条例の一部を改正する条例 全　員 原案可決

 
議案第４０号

三春町立小学校及び中学校条例の一部を改正する

条例
全　員 原案可決

 
議案第４１号 三春町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 全　員 原案可決

 
議案第４２号 令和８年度三春町一般会計補正予算（第２号） 全　員 原案可決

 
議案第４３号

令和８年度三春町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
全　員 原案可決

 
議案第４４号

令和８年度三春町介護保険特別会計補正予算（第１

号）
全　員 原案可決

 
議案第４５号

三春交流館「まほら」舞台客席照明施設ＬＥＤ切替

工事請負契約について
全　員 原案可決

 
議案第４６号

町道実沢青石永志田線道路改良工事請負契約につ

いて
全　員 原案可決

 
発委第３号 地方財政の充実・強化を求める意見書 全　員 原案可決


